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1　 はじめに

　近年 ， 木質バ イオマ ス 由来 の バ イオエ タノ
ー

ルは再生

可能 な 新 エ ネ ル ギ ー
源 と して 注 目さ れ て お り， 廃材 や 林

地残材 な どの ごみ を 利用 で き る利点 が あ る．しか し
，木質

バ イオマ ス は従来バ イオ マ ス とは異な り，
リグニ ン がセ

ル ロ
ー

ス やヘ ミ セル ロ
ー

ス を被覆 して い るため，糖化前

処理によ りリグニ ン の 結合を破壊し酵素糖化率を高める

必要がある．そ こ で本研究では ， 高効率 ・低 コ ス ト・省ス

ペ ース化を目指したマ イ クロ 波前処理装置の 開発を行う，

2　 連続式マ イク ロ 波照射装置概要

　木質バ イオ マ ス前処理用連続式マ イクロ 波照射装置の

概略図を図 1 に示す．木質バ イオ マ ス は連続的に大量処

理するため に 溶液 と混合され て 圧力容器中を流れ，混合

溶液 は 途中に 接続 さ れ た マ イ ク ロ 波照射装置を通過する

ことに 加 熱され る．従来 ，
マ イ クロ 波照射装置はチ ュ

ー

ナ
ー

類や制御装置を持つ 非常に複雑な構造 であっ たため
，

装置全体が大規模 で あ り高価 で あ っ た ［1］．今 回 ，より簡

素な照射装置をめざし，
マ グネ トロ ン と結合部 の みから

なるシ ス テ ム を考え る．ただし， 今回は簡単 の ため被加熱

物 と し て 蒸留水 を 用い る ，

3　 マ イク ロ波照射結合部の設計

　照射装置に お い て ， 圧力容器 との接続部に は石英ガラ

ス を用い る が
， 従来寸法で は マ イク ロ 波の縮退が生 じ高

次 モ
ー

ドが発生 して し まうため
，装置の解析的な設計を

行うこ とが出来な か っ た ．そ こ で
，
ガ ラ ス 寸法を従来寸法

（φ 85皿 m
，厚さ 35mm ）か らφ 45mm

， 厚さ 15mm と小

さ くする こ とで ，ガラ ス部における高次モードの発生を

抑制する．

　また
，結合部 に は ス タブを取 り付け整合を行う．こ の と

き
， 測定 した 溶液 の 複素誘電率 の デー

タをもとに ス タブ

の位置 と長さ を装置の等価回路 を 用い て導出す る．例 と

して ，同軸プ ロ ーブ法に よ り測定した
，蒸留水 （28 ℃ ）の

測定データ ［i］をもとに ス タブ寸法を計算する と （計算

方法に つ ては ［2］参照），接続部か ら距離 140mm の位置
に長さ 4．7mm の シ ン グル シ ョ

ー
トス タブを挿入する こ

とで
， 図 2の よ うに 2．45GHz に おける装置の 反射特性が

改善される こ とが確認 で きる，

　こ こで
，導出したス タブ寸法で有限要素法に よるシ ミュ

レ
ーシ ョ ン を行 っ た （図 2参照）．これよ り，実際に は更な

るス タブの 微調整が必要 で ある こ とがわか る ，

4　 まとめと今後の課題

　加熱対象となる溶液の測定データをもとに等価回路を

用 い て ス タ ブに よ る 照 射装置 の 設計を 行い
，
2．45GHz に

お い て 反 射率 を理論的 に 改善す る こ とが出来 た．今後 ，各

装置直下での溶液温度におけるス タブ寸法を導出する こ

とで効率よく目標加熱温度を達成できる連続式 マ イクロ

波照射装置の実現を 目指す．

　また ，今回 の装置では接続部に 石英ガラス を用 い たが ，

強度の高い パ イ レ ッ クス ガ ラ ス を用 い る こ とで よ り柔軟

な接続部 の設計を行うこ とが出来 る、そ こ で
，
今後の課題

と して接続部に パ イ レ ッ ク ス ガラス を用 い た装置に つ い

て検討す る，
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　 図 1　連続式マ イクロ 波照射装置の 改良図
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